
鵠沼市民センター・公民館等施設

建替えに向けた意見交換会

鵠沼市民センター
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既存施設の概要 ①

敷地の状況
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№ 地番 地積（㎡）

1 鵠沼海岸2丁目5328-1 1,996.68

2 鵠沼海岸2丁目5328-2 180.97

3 鵠沼海岸2丁目5328-16 1,030.60

4 鵠沼海岸2丁目5328-17 221.88

5 鵠沼海岸2丁目5328-18 190.93

6 鵠沼海岸2丁目5328-19 38.92

7 鵠沼海岸2丁目5328-21 1,203.43

8 鵠沼海岸2丁目5335-3 1,112.31

9 鵠沼海岸2丁目5337-2 573.92

計 6,549.64

第１駐車場（20台）

第２駐車場
（7台）

佐々木パーキング



航空写真
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既存施設の概要 ②

建物の状況

◆本館
1981年（昭和56年）建設：建築後42年
鉄筋コンクリート造2階建て
延床面積 1,781.9㎡

◆新館
2003年（平成15年）建設：建築後20年
軽量鉄骨造2階建て
延床面積 1,016.5㎡

総延床面積 2,798.4㎡
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本館 新館



現状施設の課題 ①

◆施設・設備の老朽化

・本館は建築後42年が経過、塩害もあり
・各所での雨漏り
・設備機器の不具合の頻発
（空調設備や給排水設備、高圧受変電設備など）

⇒安定的な行政サービス提供に支障のリスク
維持管理コストの増大
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現状施設の課題 ②

◆市民センター・公民館機能と面積の不足

・体育室がない
・市民窓口の待合ロビーがなく、廊下の一部を使用
・事務スペースや収納スペースの狭隘

⇒体育室がないため活動内容に制限がある
運動系の活動がホールに集中し、ホールの予約が困難
執務室の狭隘によりレイアウト変更なども困難
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現状施設の課題 ③

◆津波避難対策の脆弱性

・当地の津波基準水位は約3.4ｍ
・津波避難階段、屋上フェンス設置済

→しかし屋上の荷重の上限が約270人の構造
津波からの避難者を収容できる施設機能が不足

・事務室が1階のため津波により水没、郷土資料展示室も同様

⇒津波発生時に過剰な屋上避難は大きなリスクを伴う
安全な津波一時避難場所として避難者の受け入れ不可
津波発生時に地区防災拠点本部、市民センター機能の停止
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津波浸水予測

想定浸水深

せき上げ高

地面

避難場所の
高さが明確化

基準水位

◆基準水位

津波浸水深にせき上げ高を
考慮した最大到達水位

現在地では最大で約3.4ｍ

最短津波到達予想時間約8分
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津波浸水予測

相模トラフの最
大クラス（西側）

相模トラフの最
大クラス（中央）

元禄関東地震

元禄関東地震
＋国府津ー松
田断層帯の連
動地震

慶長型地震

震源域 相模トラフ 相模トラフ 相模トラフ 相模トラフ＋国
府津ー松田断

層帯

関東・東海地方
の太平洋沖合

規模 マグニチュード
8.7

マグニチュード
8.7

マグニチュード
8.5

マグニチュード
8.5

マグニチュード
8.5

最大津波到達
時間

（津波高）

12分
（11.5ｍ）

21分
（10.8ｍ）

6分
（9.9ｍ）

6分
（9..8ｍ）

71分
（8.6ｍ）

津波が想定されている地震の概要
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津波浸水イメージ

基準水位3.4ｍ
2階ＦＬ4.1ｍ

屋上
8.2ｍ

想定浸水深



津波時の鵠沼市民センターへの最大避難者想定

避難距離：歩行速度×｛（津波到達予想時間）-（避難開始時間）｝
60ｍ/分×｛（8分）-（3分）｝＝ 300ｍ ◆最短の津波到達時間を8分と想定すると

→避難可能距離：300ｍ

・鵠沼市民センターを中心とした範囲図は左図
のとおり

・300ｍでは鵠沼海岸2丁目、3丁目が範囲内
500ｍに広げると1丁目が含まれる

※居住者数（夜間人口）
1丁目：1,393人 2丁目：1,963人
3丁目：1,552人 合計：4,908人

仮定1：2丁目、3丁目住民の50％が避難
→ 1,758人

仮定2：1丁目まで範囲を広げると
→ 2,454人
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300ｍ

鵠沼海岸５丁目

鵠沼海岸１丁目

鵠沼海岸２丁目

鵠沼海岸３丁目

鵠沼海岸４丁目

収容可能人数の合計

鵠沼海岸２丁目
２，４６３人

鵠沼海岸３丁目
６２９人

鵠沼海岸５丁目
２，５２７人



くげぬまみんなの声アンケートの結果
◆アンケート概要

期間：2021年3月10日～2021年3月31日
対象：地区内全世帯（自治町内会加入世帯）21,600世帯に配布
方法：紙アンケート回収およびＷＥＢで回答
回答件数：440件（紙：188件、ＷＥＢ：252件） 回答率：約2.0％

◆鵠沼市民センター・公民館施設の建て替えについての意見等

・肯定的な意見：78.0％

１ 無条件に賛成
２ 津波対策（建物高さ・強度）の強化、防災強化
３ ユニバーサルデザイン、バリアフリー
４ 多目的スペース、サロン、カフェ等気軽に立ち寄れる場所
５ 子どもや高齢者の居場所、遊び場、広場、庭園など
６ 駐車場、駐輪場の増設
７ その他（鵠沼らしい、明るい施設など抽象的意見）

集計 件数 比率 全体比

1 8 5.4% 4.2%

2 59 39.6% 30.9%

3 15 10.1% 7.9%

4 18 12.1% 9.4%

5 16 10.7% 8.4%

6 4 2.7% 2.1%

7 29 19.5% 15.2%

計 149 100.0% 78.0%
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くげぬまみんなの声アンケートの結果

◆鵠沼市民センター・公民館施設の建て替えについての意見等

・条件はあるが肯定的な意見：12.0％

１ 場所の移転を検討すべき、津波浸水エリア外
２ 計画の開示、説明を求める、財源はどうするのか
３ その他

・否定的な意見：10.0％

１ 財源（税金）の無駄、他の使途に使うべき
２ 必要性を感じない
３ その他

集計 件数 比率 全体比

1 10 43.5% 5.2%

2 4 17.4% 2.1%

3 9 39.1% 4.7%

計 23 100.0% 12.0%

集計 件数 比率 全体比

1 7 36.8% 3.7%

2 11 57.9% 5.8%

3 1 5.3% 0.5%

計 19 100.0% 9.9%
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藤沢市の公共施設再整備計画の概要
◆藤沢市公共施設再整備基本方針

・平成26年3月策定、令和3年6月部分改定

対象一般会計施設：359施設 1,413棟 806,222.92㎡ （市役所本庁舎，市民センター，学校，消防署など）

◎１９８１年（昭和５６年）以前の旧耐震基準で建設された公共施設は，５０１棟，約２７万㎡（全体の３３．９％）

◎築４０年前後の施設が延べ床面積で全体の約３１％を占め，１９７８年（昭和５３年）から１９８６年（昭和６１年）の
９年間で，５０９棟，約２５万㎡が建設され，施設更新を迎える時期が集中することとなる

再整備の基本的な考え方
(1)公共施設の安全性の確保
(2)公共施設の長寿命化
(3)公共施設の機能集約・複合化による施設数の縮減

⇒基本的な考え方のもと
・財源（財政）の平準化

・優先順位付け 藤沢市公共施設再整備プラン（具体的な実施計画）

・計画的な整備
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藤沢市の公共施設再整備計画の概要
◆藤沢市公共施設再整備プラン

再整備プランの計画年度

現在、第３次再整備プラン
（令和３年度～令和６年度）の

計画期間中
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藤沢市の公共施設再整備計画の概要
◆藤沢市公共施設再整備プラン

第２次再整備プラン 第２期短期プランの進捗状況

鵠沼市民センター等再整備（施設の建て替え）事業は

第３次短期プランの検討事業に継続して位置づけ
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藤沢市中期財政見通し 2022年度（令和4年度）～2026年度（令和8年度）

※令和３年８月公表

策定の目的と活用
社会保障関係費や公共施設等の老朽化に伴う経
費の増加が見込まれる中，中期的な視点で歳入歳
出や健全化判断比率のシミュレーションを行い，本
市の事業を計画的に進めていくことで，健全な財政
運営を維持することを目的

扶助費

障がい者福祉、介護給付費、小児医療助成、
児童保育委託費、生活保護扶助費 など



建替えの想定 （現時点での想定です。決定しているものではありません。）
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◆現状敷地における条件等

・用途地域：第一種低層住居専用地域

・建ぺい率/容積率：50％/80％ （建築面積 3,274㎡ / 延床面積 5,239㎡まで）

・高さ制限：10ｍ （※特定行政庁の認定を受け12ｍ以下）

・日影制限等

◆建替え時に考慮すべき事項

・津波避難対策

→想定される最大の津波に耐えうる基礎構造、躯体構造、津波対策

建物高さ、屋上避難有効面積の確保、常時屋上避難路の確保

上層階に非常用電源、備蓄品、受水槽等を整備、上層階に避難スペースを確保

・その他

→ユニバーサルデザイン（バリアフリー）、環境負荷低減、身近な行政窓口としての機能充実、

生涯学習・地域コミュニティ拠点、地域活動拠点としての機能充実 など

近隣住民が安全
に避難すること
ができる施設



建替えの想定 （現時点での想定です。決定しているものではありません。）

20

◆機能集約が想定されている施設

・市民図書室、地区包括支援センター、鵠沼郷土資料展示室、ボランティアセンターささえ、

防災備蓄倉庫、子育て支援教室 など

◆建物配置の想定（あくまでも想定としての一例を示すもので、だいたいのイメージです。）

・仮定１：空地に建設 → 仮設建物が不要、既存建物を解体後に体育室棟を建設

①空地に本体 を建設 ②既存建物を解体後体育室棟 を建設

防災広場
ふれあい広場

など



建替えの想定 （現時点での想定です。決定しているものではありません。）

21

◆施設の概要の想定

・構造：鉄筋コンクリート造 地上３階建て 最高高さ１２ｍ

・想定面積：本体 約3,200㎡ 体育室棟 約600㎡

◆事業スケジュールの想定

１年目：基本構想、地質調査 など

２～３年目：基本設計・実施設計、事前家屋調査 など

４～５年目：第１期工事、既存施設解体 など

６～７年目：第２期工事、外構工事、事後家屋調査 など


